
→裏面へ続きます 

２０１７年度後期 授業アンケート 

●●●● XX 

設問１から設問 11 の回答は、数字を右の枠に記入してください。 

 複数教員が担当するオムニバス科目についても、「この授業全体として」判断し、ご回答ください（個別教

員への評価・提案等は、自由記述で回答してください）。 

 回答は外部委託業者が集計し、教員の目に直接触れることはありません。指定された条件に合わない回答、

欄外への記入等不明確な回答は集計されませんのでご注意ください。 

設問１ 学籍番号の左から５桁目までを右の枠に記入してください。 

 例）１７３１１１２３４５Ａの場合「１７３１１」を記入 

設問２ あなたは、法科大学院に入学する前に法学教育を受けたことがありますか。以下より

一つ選択して右の枠に数字を記入してください。 
1．法学部などで体系的な法学教育を受けたことがある 

2．経済・商学部における「民法」「商法」等、特定分野の法律科目を履修したことがある 

3．いわゆる教養科目として、「法学」「民法」「憲法」などの教育を受けたことがある 

4．法学教育を受けたことがない 

5．その他 

設問３ この授業の位置づけ、到達目標やその評価（成績評価）の方法については、理解でき

ましたか。５(理解できた)→１(理解できなかった)の５段階で評価し、右の枠に記入

してください。 

設問４ この授業で用いられているレジュメ、参考資料等は、授業内容を理解したり、自習し

たりするのに役立ちましたか。５(役立った)→１(役立たなかった)の５段階で評価

し、右の枠に記入してください。 

設問５ この授業の予習および復習として指示される学修の分量は、あなたにとって適切でし

たか。以下より一つ選択し、右の枠に数字を記入してください。 
1．予習および復習の指示内容が明確でなかったので回答困難 

2．少なかった  

3. 多すぎて指示される分量をこなすことが困難であった

4. やや多いが、こなすことはできた

5．適量であった 

設問６ この授業で理解が進んだ、または、身についたと感じていることは何ですか。 

1.法制度や条文の趣旨・目的

2.社会に生起する問題と授業内容の接点

3.対象分野の全体像

4.思考方法・論理展開

5.学説の位置づけ

6.判例の意義

7.具体的事案への条文のあてはめ方・論理展開の方法

8.法律論文・法律文書の書き方

9.その他

（「9.その他」を選んだ場合、具体的内容） 
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設問７ この授業で理解が進まなかった、または、身につかなかったと感じていることは何で

すか。 
1.法制度や条文の趣旨・目的

2.社会に生起する問題と授業内容の接点

3.対象分野の全体像

4.思考方法・論理展開

5.学説の位置づけ

6.判例の意義

7.具体的事案への条文のあてはめ方・論理展開の方法

8.法律論文・法律文書の書き方

9.その他

（「9.その他」を選んだ場合、具体的内容） 

設問８ 双方向・多方向の運営、視聴覚教材の利用等を含め、授業方法が工夫されていました

か。５(工夫されていた)→１(工夫されていなかった)の５段階で評価し、右の枠に記

入してください。 

設問９ オフィスアワーや授業後の質問を含め、授業を通じて疑問点が解消されましたか。

５(解消された)→１(解消されなかった)の５段階で評価し、右の枠に記入してくださ

い。 

設問 10 授業時間の遵守を含め、授業時間が効率的に用いられていましたか。５(用いられて

いた)→１(用いられていなかった)の５段階で評価し、右の枠に記入してください。 

設問 11 総合的に判断して、あなたはこの授業に満足していますか。５(満足)→１(不満足)の

５段階で評価し、右の枠に記入してください。 

設問 12：この科目の授業内容や授業方法などを改善または向上させるため、気づいた点や提案、特によかっ

た点（次年度以降も維持すべき点）、改善すべき点などを自由に記載してください。なお、オムニバス科目等

に関する個々の教員に対するコメントは、教員名を明示してください。 

ご協力ありがとうございました。 

事務処理欄   実施順 科目順  シラ No. XX   XX XX  履修者数  XX 



→裏面へ続きます 

２０１７年度後期 授業アンケート 

●●●● XX 

設問１から設問 14 の回答は、数字を右の枠に記入してください。 

 複数教員が担当するオムニバス科目についても、「この授業全体として」判断し、ご回答ください（個別

教員への評価・提案等は、自由記述で回答してください）。 

 回答は外部委託業者が集計し、教員の目に直接触れることはありません。指定された条件に合わない回答、

欄外への記入等の不明確な回答は集計されませんので、ご注意ください。 

設問１ 学籍番号の左から５桁目までを右の枠に記入してください。 

例）１７３１１１２３４５Ａの場合「１７３１１」を記入 

設問２ あなたは、法科大学院に入学する前に法学教育を受けたことがありますか。以下より一

つ選択して、右の枠に数字を記入してください。 
1．法学部などで体系的な法学教育を受けたことがある 

2．経済・商学部における「民法」「商法」等、特定分野の法律科目を履修したことがある 

3．いわゆる教養科目として、「法学」「民法」「憲法」などの教育を受けたことがある 

4．法学教育を受けたことがない 

5．その他 

設問３ 授業全般について伺います。あなたは法科大学院における授業をどの程度理解できてい

ると思いますか。５(よく理解できている)→１(理解できていない)の５段階で評価し、

右の枠に記入してください。 

設問４ あなたは、シラバス（講義要項）の記載や教員の説明を通じて、この授業の趣旨や科目

の位置付けを理解することができましたか。５(理解することができた)→１(理解する

ことができなかった)の５段階で評価し、右の枠に記入してください。 

設問５ この授業の進み方や全体像を知るためにもっとも役立ったと思われるものを、以下より

一つ選択して、右の枠に数字を記入してください。 
1.シラバス

2.授業中の説明

3.配布された教材

4.Ｃ plus より提供された資料、お知らせ等の情報

5.役立ったものはなく、そのため、授業の進み方や全体像を知ることは困難だった

設問６ シラバスが変更される等、授業の進み方・内容が変更されたとき、変更後の授業の方針

につき、教員から適切な説明がありましたか。５(適切な説明があった)→１(説明はな

かった)の５段階で評価し、右の枠に記入してください。 

設問７ この授業は、毎回、よく準備・計画されていましたか。５(よく準備・計画されていた)

→１(準備・計画されていなかった)の５段階で評価し、右の枠に記入してください。  

設問８ この授業の予習および復習として指示される学修の分量は、あなたにとって適切でした

か。以下より一つ選択し、右の枠に数字を記入してください。 
1．予習および復習の指示内容が明確でなかったので回答困難 

2．少なかった  

3. 多すぎて指示される分量をこなすことが困難であった

4. やや多いがこなすことはできた

5．適量であった 
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設問９ この授業の１時限（50 分）あたりの平均学修時間（１コマあたりの予

習・復習の合計時間の平均）をお尋ねします。右の枠内に「分」単位

で、数字を記入してください。 分

設問 10 この授業は、資料の配布、板書、視聴覚機器の使用など、内容を理解させるための工夫

がされていましたか。５(工夫されていた)→１(工夫されていなかった)の５段階で評価

し、右の枠に記入してください。 

設問 11 この授業では、双方向・多方向の運営が効果的になされていましたか。５(効果的にな

されていた)→１(効果的になされていなかった)の５段階で評価し、右の枠に記入して

ください。 

※「(純粋な)講義方式」が用いられていた場合は、６と記載してください。 

設問 12 この授業では、受講者の疑問を解消する努力がなされていましたか。５(努力されてい

た)→１(努力されていなかった)の５段階で評価し、右の枠に記入してください。 

設問 13 この授業の内容は、全体として、よく理解できたと思いますか。５(よく理解できた)→

１(理解できなかった)の５段階で評価し、右の枠に記入してください。 

設問 14 総合的に判断して、あなたはこの授業に満足していますか。５(満足)→１(不満足)の５

段階で評価し、右の枠に記入してください。 

設問 15：この科目の授業内容や授業方法などを改善または向上させるため、気づいた点や提案、特によかっ

た点（次年度以降も維持すべき点）、改善すべき点などを自由に記載してください。 また、設問 14 で選択

した評価について、特段の理由等があれば記載してください。なお、オムニバス科目等に関する個々の教員

に対するコメントは、教員名を明示してください。 

ご協力ありがとうございました。 

事務処理欄 実施順 科目順 履修者数  シラ No.XX XX  XX  XX  




